
     平成３０年１月１５日（月）№４２２ 
 
 
 
 
 

川 口 市 立 里 中 学 校              
川 口 市 里 ６ ２ １ 番 地              
℡  0 4 8 - 2 8 2 - 5 7 0 8              
さわやか相談室  284-1010 

1年 180名 2年 153名 3年 156名  
http://www.sch.kawaguchi.saitama.jp/sato-j/ 

 

見えること・見えないことからのイメージの広がり 

校長  髙田 晶子  

 

 保護者・地域の皆様方には、ご健勝にて新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。

平成３０年新たな年がスタートいたしました。旧年中は里中学校のためにご支援賜りまし
たこと厚く御礼申し上げます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 

 さて、昨年６月に上野動物公園で誕生したジャイアントパンダのシャンシャンは、現在
観覧希望者には抽選を行うほどの人気者です。ニュースや動画で成長の様子が配信される
たびに話題に上がるほどです。とても可愛いと思います。そう思うのは私だけでしょうか。 

 それでは、なぜパンダを可愛いと思うのか、次の２つの表現をしてみたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①見ることによって理解する         ②言葉によって理解する 

 

見ることによって一目瞭然なものと、言葉を理解してイメージを広げていくことでは、
伝わり方によっては全く違う観点になってしまうこともあるでしょう。最近では、インス
タ映えという言葉をよく聞くようになりました。インスタ映えとは、スマホで撮影された
写真や動画をインスタグラムというアプリへ投稿し、写真の見栄えの良さを意味する言葉
です。ユーキャン新語・流行語大賞２０１７の年間大賞にもなりました。若者だけではな
く、スマホの扱いに慣れた方なら誰でも利用しているようです。 

 お茶の水女子大学名誉教授の外山滋比古氏が次のように言っています。「私たちは何でも
形を目で見ないと承知しないようになった。見えないものは難しくて、つまらないと思う。
言葉は、あまりにも具体的になってしまった。このことが読みの危機を招く。未知のこと、
抽象的なことは、はじめからわからないときめつける人が多くなりつつある。」 

 見ることや言葉から理解したことでイメージが広がり、思考することを楽しみながら一
年を過ごしていきたいと思うところです。 
 

今年も素晴らしい一年になりますようご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

東京・上野動物園のジャイアントパンダ・リ

ーリー（オス）とシンシン（メス）の間に、

待望の赤ちゃんが 2017年 6月 12日に誕生

しました！全国的なニュースになり、いま上

野動物園が大注目です。赤ちゃんパンダは、

公募により「シャンシャン」と名前が決まり

ました。白と黒の独特の模様。「パンダ座り」

をして、手にした笹を食べるしぐさ。ジャイ

アントパンダの愛らしいすがたには、だれも

が魅了されてしまいます。 

からだを鍛え 心を磨く いつも仲間とともに 夢のある学校 

里中だより 


